
っ ！ぁお き れくな

お
か
あ
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
人
が
好
き
で
、
来
客
が
あ
る

と
我
先
に
と
玄
関
に
か
け
つ
け

ま
す
。
か
っ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に

み
ん
な
が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
素
直
に
元
気
い
っ

ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
。

宇う

田だ 

和か
ず

広ひ
ろ

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
20
年
10
月
６
日
生

（
真
壁
町
長
岡
地
区
）
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広報 No.163 7 月１日発行 　節電への関心が一層高まっている今夏。暮らしに、日

本伝統の「涼」も採り入れ、情緒を味わいながら蒸し暑

い日本の夏を乗り切りましょう。

　植物は、暑さをしばし忘れさせてくれる、目にも涼や

かな癒しの効果があります。その中でも、夏の定番とい

えば朝顔です。毎朝、行
あん

燈
どん

仕立ての朝顔の花に、ひと時

の「涼」をとってみてはいかがでしょうか。（写真／行燈

仕立てを製作する谷
や

田
た

部
べ

一
いち

郎
ろう

さん（真壁町亀熊地区））

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

　「
真
壁
伝
承
館
」
が
日
本
建
築

学
会
賞
作
品
賞
に
選
定
さ
れ
、
設

計
者
で
あ
る「
設
計
組
織
Ａ
Ｄ
Ｈ
」

代
表
の
渡わ

た

邉な
べ

眞ま

こ

と理
・
法
政
大
学
教

授
、
木き

の

下し
た

庸よ
う

子こ

・
工
学
院
大
学
教

授
の
両
代
表
と
「
オ
ー
ク
構
造
設

計
」
代
表
の
新あ

ら

谷や

眞ま
さ

人と

・
早
稲
田

大
学
教
授
が
、
２
０
１
２
年
日
本

建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
同
学
会
が
設
け
て

い
る
国
内
で
最
も
権
威
の
あ
る
賞

で
、
建
築
・
建
設
分
野
で
功
績
を

あ
げ
た
個
人
・
団
体
を
称
え
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
学
会
賞
作
品
部
門
に

は
、
全
国
か
ら
37
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
選
考
の
結
果
、
真
壁
伝
承

館
と
豊
島
美
術
館
（
香
川
県
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
真
壁
伝
承
館
の
受
賞
は
、
建
設

地
域
の
建
物
を
調
査
し
、
景
観
に

合
わ
せ
て
、
市
民
と
と
も
に
設
計

に
組
み
込
ん
で
い
く
「
サ
ン
プ
リ

ン
グ
と
ア
セ
ン
ブ
リ
」
と
い
う
新

た
な
手
法
に
よ
り
、「
極
め
て
質

の
高
い
建
築
空
間
の
創
造
に
成
功

し
て
い
る
」
と
、
評
価
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
県
内
で
は
１
９
９
２
年
の
「
古

河
歴
史
博
物
館
」
に
次
ぐ
２
番
目

の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
で
、
中
田
市
長

は
、「
設
計
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
３
名
の
設
計
者
お
よ
び
市
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
真
壁
伝
承
館
が
高
い
評
価

を
受
け
た
こ
と
は
名
誉
な
こ
と
で

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
真
壁
伝
承
館
」に
日
本
建
築
学
会
賞

日本建築学会長の和
わ

田
だ

  章
あきら

（写真左）と日本建築学
会賞を受賞した真壁伝承館設計者の皆さん（右から
新谷眞人氏、渡邉眞理氏、木下庸子氏）

真壁伝承館に贈られた銘板

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
菜

月
と
漱
吾
。
２
人
の
成
長
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
２
人
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て

ね
。

延の
ぶ

島し
ま 

漱そ
う

吾ご

ち
ゃ
ん（
写
真
中
央
）

 

平
成
20
年
11
月
15
日
生

（
本
木
地
区
）

延の
ぶ

島し
ま 

菜な

月つ
き

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
17
年
４
月
７
日
生


